
Ｎ０．０１

項 目

目標年度

平成28年度

平成28年度

平成27年度
見込額

3,432
2,146

309
31

294
84

266

2

300

300

3,432
3.00
2.00
1.00

年3回

延べ16ヶ所成果指標の推移 延べ7ヶ所 延べ7ヶ所 延べ10ヶ所 延べ13ヶ所

工事請負費 1,148 435

1.00 1.00

一般財源 4,499 3,261 3,432 3,432
要員配置状況 3.00 3.00 3.00 3.00

300

経
費
及
び
指
標
の
推
移

臨時職員等

活動実績・計画 年3回 年3回 年3回 年3回

職員 2.00 2.00 2.00 2.00
嘱託員

266

特筆すべき事項等

　予算には、嘱託員１名分の経費２，２８６千円（委員等報酬１，９７７千
円、社会保険料３０９千円）を含む。

100

印刷製本費

1.00 1.00

国・県支出金
その他

財
源
内
訳

景観推進事務事業平成25年度 評価表 ［単位：千円、人］

　市内全域に対し

・景観提案制度の周知
・案内板の整備
・景観整備補助金の交付

　良好な景観を利活用した地域の活性化

対象（誰を、何を対
象とする事業か）

手段（市がどのよう
な活動をするか）

意図（どのような目
的で事業を行うか）

建設部　都市計画課所管部課名

根拠法令等 景観法、薩摩川内市景観条例

細事項景観推進費

都市力を創出するまちづくり

担当者 高山　和人

 １　事務事業の位置付け（Ｐｌａｎ）

政策

景観推進費

事業の種類 ■ ソフト事業　　　　□ 建設・整備事業　　　　□ 施設管理　　　　□ 内部管理

良好な住宅の計画的な整備・維持管理の推進小施策

住環境の整備

九州景観行政連絡協
議会負担金

施策

都市計画総務費土木費 都市計画費

一般会計

一体化躍動プラン 地域力再生プロジェクト

重点施策 防災・生活安全対策及び環境対策の充実による安全なまちづくり

概
要

・各地区で住民が誇りに思う景観を、景観地区、景観重要樹木及び景観重要資産として市が
これを指定する。
・指定後は市の広報媒体を利用し市内外に広く周知し、保全・活用について支援策を講じる
とともに、地区コミを中心とした地域活性化策の支援を行う。

2

景観地区等の指定に向けた地区コミとの協議

指標名
平成19年度

活動指標

景観整備事業補助
金 300

平成24年度
決算額

項目
平成25年度

予算額
3,432

補助金

3,261
2,010

2 2 2

100 300

100 300

33 25 31

成果指標

目標値

年３回

景観地区、景観重要樹木及び景観重要資産等指定 延べ19ヶ所

2,146

294

286 309
委員等報酬

事務事業費

281

旅費 453 102 294

2,090

報償費

事業開始年度

341

事
業
の
内
容

100

予算
科目
等 事項

　２　事務事業の実施　（Ｄｏ）

款

会計

214 266

平成26年度
見込額

3,432
2,146

309

平成23年度
決算額

4,499

31

消耗品費 51 87 84 84

社会保険料

1

資料２



□ 休止　　　□ 廃止

　□高い　　　　□低い
今後の改革の方向性

□ 現状のまま継続

□ 見直しの上で継続⇒今後の方向性 □拡大 □他の事業と統合 □手段の改善 □移管 □縮小

事務事業の視点別評価

□ 休止　　　　　　　　　　□ 廃止

　□高い　　　　□低い

（上記選択の理由）

成果の向上余地 □ 余地がかなりある　■ 余地がある程度ある　□余地はほとんどない

（上記選択の理由）
・各地区での啓発のみでなく、モデル地区を設定し、その成功が他地区へ広がりへつながる可能性
があり、モデル地区での重点的取り組みを検討する。

・事業開始後、地区コミには事業の趣旨を御理解いただき、地元の誇るべき資産を景観重要樹木及
び景観重要資産等に指定している。景観の創出・保全活動は地域活性化の一つの手法であり、今
後、啓発活動、地域活動の支援を展開していくことが重要な活動である。

・今後、景観地区、景観重要樹木、景観重要資産等に対する各種支援策をさらに充実していくこと
が必要である。

要員配置の削減余地  □ 削減の余地がある　　　　　■ 削減の余地はない

（上記選択の理由）
・今後、景観地区、景観重要樹木及び景観重要資産等の指定と、それに伴う支援事業等が必要にな
ることから、現状人員が必要である。

成果の達成度 □ 達成度はかなり高い　　■ 達成度はやや高い　　□ 達成度は低い

（上記選択の理由）

まとめ（補助金等評価を含む。）

　□高い　　　　□低い
妥当性　　⇒
効率性　　⇒
有効性　　⇒

改革・改善の内容とそれを実施していくための手段・計画

　４　事務事業の改革・改善の方向性　（Ａｃｔｉｏｎ）

■ 現状のまま継続

 ・各地区に存在する良好な景観資産等を利活用し、地区コミと協働した活動を支援するため事業を実
施する必要がある。

（上記選択の理由）

（上記選択の理由）
・事業開始から４年を経過したが、現段階では学識経験者の派遣や事業内容の情報提供及び景観審
議会の運営など、地域住民への啓発活動に対して幅広く支援方策を検討し実施していくことが重要
であることから、市で実施する必要がある。

有
　
効
　
性

今後の改革の方向性

対象・手段の妥当性 　■ 妥当である　　　□ 改善の余地はある　　　□ 妥当ではない

市が関与すべき妥当性 ■ 市で実施すべき　　　□ 民間でも可能　　　□ 民間で実施すべき

　３　事務事業の視点別評価　（Ｃｈｅｃｋ）

妥
　
当
　
性

効
　
率
　
性

 □ 削減の余地がある　　　　　■ 削減の余地はない

外
部
評
価
（
二
次
）
結
果

上記方向の理由
　薩摩川内市ふるさと景観計画の策定から５年目を迎えている中で、景観行政は概ね順調に取り組
みが進められてきている。
　また、景観の創出・保全活動は、市民の環境美化意識の向上につながるほか、地域活性化の一つ
の手法であり、引き続き実施していく必要がある。

□ 見直しの上で継続⇒今後の方向性 □拡大 □他の事業と統合 □手段の改善 □移管 □縮小内
部
評
価
（
一
次
）
結
果

事業費の削減余地

2



景観推進事務事業の概要 
■ 景観届出 

 大規模な建物の新築等や土地の造成等に対し、景観形成基準に適合しているか審査を行うとともに、景

観に配慮した行為を行うよう指導する。       
年度別届出状況 

年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 
届出数 ３７件 ７２件 ７５件 ８７件

■ 景観啓発 
地域の景観を再発見し、地域と一体となって守り育てるとともに、地域活性化策として活用する。 

 １ 景観提案制度 
・ 各地域の住民が誇りに思う景観を地区コミから提案して頂き、景観審議会で調査・審議し指定する。

必要に応じて、景観アドバイザーの派遣を行う。 
【予算額３７１千円（景観審議会経費３０３千円、景観アドバイザー費６８千円）】 

指定状況 
 指 定 日 指定の種類 地 区 指定した資産 

１ 平成 21 年 12 月 18 日 景観重要資産 樋脇（藤本） 藤本滝 
２ 平成 21 年 12 月 18 日 景観重要資産 樋脇（倉野） 倉野磨崖仏 
３ 平成 22 年 ３月 24 日 景観重要資産 川内（峰山） 長崎堤防 
４ 平成 22 年 ３月 24 日 景観重要資産 川内（峰山） 江之口橋 
５ 平成 22 年 10 月 １日 景観重要資産 東郷（南瀬） 南瀬の夫婦イチョウ(雄株・雌株) 
６ 平成 23 年 ３月 28 日 景観重要樹木    〃    〃 
７ 平成 23 年 ３月 28 日 景観重要資産 里 里町武家屋敷跡の玉石垣  
８ 平成 25 年 ４月 ８日 景観重要資産 入来（朝陽） 朝陽轟滝 
９ 平成 25 年 ４月 ８日 景観重要資産 川内（育英） 憩いと歴史の中郷池 
10 平成 25 年 ４月 ８日 景観重要資産 祁答院（黒木） 木場の棚田 

景観アドバイザー 
区分 氏名 住所 所属 

まち歩き 東川 隆太郎 鹿児島市 
ＮＰＯ法人かごしま探検の会代表理事 
県観光アドバイザー 
県景観アドバイザー 

建築 中俣 知大 薩摩川内市高城町 
鹿児島県建築士会 川薩支部長 
一級建築士数寄楽舎(有)代表取締役 

緑化 江畑 拓美 薩摩川内市湯島町 
鹿児島県造園建設業協会理事 
拓美庭園代表取締役 

色彩 江良 喜代子 鹿児島市 
ｅｒａ色彩計画代表 
薩摩川内市景観審議会委員 
鹿児島市景観アドバイザー 

・ 指定後は、広報紙・市ホームページ等による広報や、案内板を設置する。今年度は、準景観地区案

内パンフレットを作成する。【予算額１０５千円（全て印刷製本費）】 
・ 地区コミに対し景観整備事業補助金を交付する。【予算額３００千円（全て補助金）】 
・ 地域活性化策として活用するため、地元地区コミと支援策を協議する。 
・ 提案方法や活用策の先進地となる景観モデル地区の設定など検討する。 

3



２ 景観１００選選定・活用事業【予算額 ９５千円（全て印刷製本費）】 
・ 地域の自慢できる景観を広く紹介するため、平成２２年度に本市の景観１００選として募集し、景

観審議会で選定した。「景観１００選マップ」を作成し、観光案内所等に常置・配布し活用している。 
  平成２５年度は、「景観１００選マップ」の増刷を行う。 

３ 景観表彰制度（絵画コンクール） 
【予算額１０７千円（表彰用図書券１１千円、消耗品３０千円、チラシ代６６千円】  
・ 小学生を対象として、地元の景観に愛着を持ってもらうため実施している。 
・ 全作品を 12 月中旬～１月中旬の約１カ月間、まちあいサロンや山形屋、道の駅などに展示する 

応募件数 
年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 

応募件数 ４１６件 ４７２件 ４４９件 ４２４件

 

４ 景観学習事業【予算額３５千円（全て消耗品費）】      
・ 地域の見慣れた風景を景観として再発見し、守り育てる意識を育てるため実施している。 
・ 景観学習の時間にポスター等を作成し、地域内の施設等に展示する。 

実施状況 
年度 平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

実施小学校 入来小学校 南瀬小学校 藤本小学校 峰山小学校 黒木小学校 
 

５ 景観まちあるきウォッチング【予算１９千円（全て消耗品費）】  
・ 実施地域の小学生を対象に、地域の景観を再発見してもらうため、平成２１年に指定した景観整備

機構（建築士会・造園建設業協会）と共催し、実施している。 
実施状況 

年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 
開催場所 新田神社周辺 藤本地区 峰山地区 
参加者数 ６０名 ７５名 ８０名 

 
 ６ 九州景観行政連絡協議会に加入し、積極的に景観行政に取り組んでいる九州内の他市町村と連携を図

るとともに、鹿児島県と情報共有を図っている。【予算額１１４千円（旅費１１２千円、負担金２千円）】 
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①景観表彰

小学生絵画コンコール

審査会(H22/11/19)

（平成２２年度）

②

小学生絵画コンコール

作品展示

（平成２２年度）

まちあいサロン

（入賞者）

③

小学生絵画コンコール

作品展示

（平成２２年度）

川内駅２階ホール
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①景観学習

H23.6.24

藤本小学校

（景観かるた）

②景観学習

（授業風景）

（標語作成）

③景観学習

（標語発表）
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①まちあるき

H23.8.2

藤本地区

②まちあるき

③まちあるき
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千円 千円 千円

分類

割合（％）

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

100.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%
100.0%

自己資金/前年度自己資金 0.0%

計 107,000 100.0% 99,750 100.0% 99,750

1 1 1

補助対象者

補助対象経費

□運営補助のみ ■事業補助のみ □運営補助と事業補助の両方 □その他

支出計/前年度支出計 93.2%

担当者建設部　都市計画課 高山　和人

根拠法令 薩摩川内市建設部関係補助金等交付要綱、薩摩川内市景観整備事業補助金交付要領

１年以上５年以下

翌年度繰越金/市補助金 0.0% 0.0% 0.0%

そ
の
他
特
記
す
べ
き
事
項
等

①毎年地元と協議を重ね実施している
②該当なし
③地区コミュニティ活動
④ＨＰ等で周知している
⑤今後も継続することで、景観資産の活用に期待できる
⑥景観資産を守り、活用するためにも重要な補助金であり継続していきたい
⑦特になし

成果指標の推移①

成果指標の推移②

１件（藤本滝） １件（南瀬夫婦イチョウ） １件（南瀬夫婦イチョウ）

交付決定件数

0.0% 0.0%

0.0% 0.0%

0.0% 0.0%

（翌年度繰越金）

99,750

人件費 0.0% 0.0%

支
出

事業費 107,000 100.0% 99,750 100.0%

その他事務費 0.0%

0.0% 0.0%

0.0%

計 107,000 100.0% 99,750 100.0% 99,750

（前年度繰越金） 0.0% 0.0%

0.0% 0.0%

市補助金 100,000 93.5% 99,750 100.0% 99,750

金額（円） 割合（％） 金額（円）

寄付金・その他助成 0.0% 0.0%

事業収入 0.0% 0.0%

収
入

自己資金 7,000 6.5% 0 0.0%

補助金額又は
補助率

　事業に要した経費のうち10万円を上限とする

補助金額又は補
助率の積算方法

　予算の範囲内で交付するものとするし、各年度において１回のみ交付し補助金額は１０万
円を上限とする。

補
助
を
受
け
る
事
業
（
団
体
）
等
の

過
去
３
ヵ
年
の
歳
入
・
歳
出
決
算
の
状
況

項目
平成22年度 平成23年度 平成24年度

金額（円）

0

会費収入 7,000 6.5% 0.0%

割合（％）

　景観資産の維持管理に必要な経費のうち地元地区コミでは作業が困難な事業

事業・活動の
内容

　景観資産の整備及び維持管理

成果指標①

一般財源 その他の内容

3,432

平成25年度
予算額

3,432 千円

国県支出金 その他

目標年度目標値指標名

事業実施による景観資産の維持管理

成果指標②

評価表 ０５－０１

所管部課名

補助経過年数

景観整備事業補助金平成25年度

事務事業名 景観推進事務事業

　景観資産が地域内に存する地区コミュニティ協議会
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〈補助金の視点別評価〉
主管
課

A

A

A

A

A

A

A

A

　妥当である。

①　補助の対象となる事業について、行政が直
接実施するよりも、行政以外の者が行う方が適
当であると明確に認められる。

　補助の対象となる事業又は補助を受ける団体
等の活動が、直接又は間接に、不特定多数の市
民の福祉の向上及び利益の増進に寄与してい
る。

　次のいずれかに該当するものである。

　景観資源を良好な状態に保つためには、地元
による維持管理が重要であるが、地区コミでの
活動では困難な事業に対する補助については大
きな効果がある。

　地区コミ若しくは市が直接実施しても成果は
同じであるが、地元地区コミ主導で行うこと
で、景観資産に対する意識の高揚が図られる。

〈補助金の見直し結果〉

　地元地区コミによる公益的な活動である。

　他に政策手段もなく、最も妥当な政策手段で
ある。

　明確な事業実施内容を確認したうえで補助金
を交付しており妥当である。

評価した内容についての説明

　地域のシンボルとしての活用に大きく寄与し
ている当該景観資産を、地域の誇りとして守
り、活用するために大きく寄与している。

②　補助率又は補助額が、明確な根拠によって
積算されたものであり、かつ、社会経済情勢に
照らし、著しく妥当性を欠く水準とはなってい
ない。（交付要綱の補助基準）

③　補助を受ける団体等の活動状況等に照らし
合わせて、自助努力がみられないなど、明らか
に半永続的・固定的な補助にはならないと見込
まれる。

④　当該補助事業以外にその団体が行う活動の
状況においても一定の公益性が認められる。

⑤　特定の目標・成果の達成に向けて、当該補
助金等の交付以外に適当な政策手段がないか、
又は当該補助金等の交付が最も妥当な政策手段
であると明確に認められる。

⑥　補助の対象となる経費が、明確に規定さ
れ、その内容は補助目的に照らし、公費を充て
るものとして、著しく妥当性を欠くものとは
なっていない。

A

項　　目

【主管課評価・・・Ａ=合致、Ｂ=概ね合致、Ｃ=課題あり】

適
格
性
及
び
妥
当
性

　地元地区コミでは困難な事業のみの補助であ
り、固定的にならないよう厳しく審査してい
る。

②
高齢化が進み、地域内における観光資源等が存
在しない中、景観資産をひとつの観光資源と捉
え、これを地域活性化の核とするため、その維
持管理に係る支援が必要である。

内
部
評
価
（
一
次
）
結
果

今後の改革の方向性

■ 現状のまま継続

□ 見直しの上で継続⇒今後の方向性　□拡大　□他の補助金と統合　□補助内容の改善　

　　　　　　　　　　　　　　　　　 □移管　□縮小

□ 休止

□ 廃止
上記方向の理由

　景観資産を守り、活用するため、今後とも実施していきたい。

改革・改善の内容とそれを実施していくための手段・計画

必
要
性

有
効
性

要件

公
益
性

①　特定の目標・成果の達成に向けて、一定の
団体等に一定の補助を行うことが直ちに必要で
あると認められる。

②　社会的弱者の救済、地域的ハンディの克服
等の観点から、当面、補助を通じた行政の支援
が必要であると認められる。

　達成しようとする目標・成果が市民ニーズに
合致しており、かつ、その目標・成果の達成に
向けて、適切な効果を生じている。（その目
標・成果を測るための適当な効果指標の設定が
なされている。）
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④

完　成

南瀬夫婦イチョウ (雌株 )保護工事

②雌株現況

現況写真

①全景

（右：雌株　左：雄株）

③雌株施工計画

縁石

土壌改良
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